






































































































































































































































































































































































































































































（注：興亜奉公日とは、国民精神総動員運動の一環として 1939 年 9
月から毎月 1日に実施された生活運動で、国旗掲揚・宮城遥拝・神社
参拝・勤労奉仕などが行われた。太平洋戦争開始後は、「宣戦の詔勅」



































































































































































内閣（1937 年 2月 2日～ 6月 4日）の標語である。
1941年まで『ニューヨーク・タイムズ』記者として日
本に滞在したヒュー・バイアスは、「林銑十郎大将は、
僅か数ケ月の総理大臣時代、好んで立憲政治尊重を口に
したが、『日本独特の立憲政治』と言うことを忘れなか
つた。独逸にはヒットラー、ソ連にはスターリン、伊太
利にはムッソリーニ。日本にはそんな名前がない」と当
時の日本政治を評している（『敵国日本』刀水歴史全書、
2001.9.10、p57。－本書の原本は、1942年 6月ニュー
ヨークを出る第一回日米捕虜交換船に既に積み込まれ、
戦後、岩波書店の月刊誌『世界』1946年 1月号（創刊号）・
2月号に翻訳・分載された）。林の施政方針演説「尊巖
なる我が國體の下に萬古不磨の欽定憲法が嚴として存
するのでありまして、我が立憲政治が萬邦無比の我が國
體に即した獨特のものとして、世界に渦く如何なる思潮
図 3　大建設
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一段の光彩を添ふることは、昭和聖代に生を享けた国民
の責務であり、喜悦である」となっている。“未曾有の
国家的試練を突破することは国民の悦びを伴った責務
である”という一種の威喝的循環論法は、同じく『国防
の本義』「三、現下の国際状勢と我が国防」の次のよう
な箇所にも繰り返されている。―「現下の非常時局は、
協調的外交工作のみによつて、解消せしめ得る如き、派
生的の事態ではなく、大戦後世界各国の絶大なる努力に
も拘らず、運命的に出現した世界的非常時であり、又満
洲事変と聯盟脱退とを契機として、皇国に向つて与へら
れた光栄ある試練の非常時である。吾人は姑息偸安の回
避解消策により一時を糊塗するが如き態度は須らく之
を警戒し、与へられた運命を甘受して、此機会に国家百
年の大計を樹立するの決意と勇気とがなくてはならぬ」
（下線引用者）。非常時を運命的に甘受しようとする表現
が、太平洋戦争末期の紙芝居作品に至るまで、「（黒船）
お国の一大事に巡りわせるということは有難い幸せ
じゃな、身を以って国難に当たる！ああ男に生まれた甲
斐があった」（『我は海の子』1945.01）のように現れて
いることを上述したが、国難の甘受・試練の克服を悦び
を伴った責務とせよとする、いわば“受動と能動の混線
を意に介さぬ文法（論理！）”は、その他の多くの戦時
下文書に共通する特異性であり、紙芝居もまたその呪縛
的文法の例外であることを免れていないのである。
本稿（連載第3回）は、第一次近衛内閣（1937年 6
月4日～1939年 1月5日）が「挙国一致」「尽忠報国」
「堅忍持久」の三つのスローガンを掲げ国民精神総動員
運動を展開した1937年前後を起点に、東条内閣の出現
（日米開戦・翼賛選挙）に至る期間の［政治・外交］を
表現する用語を、紙芝居脚本における具体的な使用例に
重点を置いて紹介した。本文中、［政治・外交］の場面
を端的に表すために時流に乗りやすい表層的用語が
キーワード的に使用されており、そこに国策紙芝居の国
策性（あるいは大衆メディアとしての自意識）の所在を
確認した。また、「日本人が自らの道徳上ならびに政治
上の地位を守る定期券（パス）の役割を果たす言葉」（鶴
見俊輔）が国策紙芝居に携わった創作者集団をも規定し
ていただろうこと、国難の甘受（受動）と試練の克服（能
動）の循環を無矛盾的に内包する威圧的論理が戦時下の
言論に共通することなどを、特徴として指摘した。
軍部主導の高度国防国家から内閣主導の新体制への
転換を図ろうとしたこの時代の政治と国民的運動の展
開と挫折。それが戦時下の国民生活にもたらしたもの―
これは、次回以降に取り上げる［国内社会：17／生産・
食料・資源、18／交通・通信、メディア、19／教育、
20／銃後生活、銃後団体、21／動員・奉仕・生活改善、
22／標語、23／防諜、防空］として採録した用語分析
の課題である。 （続）
体的に受けとめようとする表現をとどめるものもある。
三つ目の昭和戦前・戦中期の現在的〈国難〉は、紙
芝居の中で次（刊行年順）のように描かれている。
「隣同士は銃後の戦友。皆で担う国難、皆で築く新東亜」
（『常會の手引』1941.08）。「（開戦後の連戦連勝、しかし）
どんな国難も乗り越えて。どんな反撃も跳ねつ返して。
でなければ（略）あいつ共に血をすすられてしまうのだ」
（『敵だ !倒すぞ米英を』1942.12）。「今や有史以来未曾
有の国難に当たり一億一心有難き聖慮を奉戴して征戦
の本義をつかみ撃ちてし止まむ」（『撃ちてし止まむ』
1943.03）。「（出征した兄の手紙）この国家非常の秋に
当たって一人でも多くの有為の青少年が海軍に志願し
てほしい」（『海の母』1943.07）。「（友人の戦死に靖国
で自分も続くと誓う夫。この自分は戦う国の妻であり母）
日本人は戦っているのだ、男の人たちは国の危急に赴く
べく次々と戦の場（にわ）に出征（いでてゆ）く」（『妻』
1943.07）。「（敵アメリカは内南洋マーシャル諸島に来
襲、我が守備部隊は全員戦死）今や我が国は未曾有の大
国難に直面している 」（『我は何をなすべきか』
1944.10）。「（敵はすでに我が中部太平洋の諸島に上陸
を強行してきたのだ）今や我が国は未曾有の大国難に直
面している」（『一億楠公』1944.10）。最後の二つは同
一脚本家の同年月に刊行された作品であるが、「今や我
が国は未曾有の大国難に直面している」がいわば決め言
葉として使用されている。
有史以来の国難に対する銃後一億国民の精神的団結、
国家非常のとき自分の後に続けと呼びかける兄、国の危
急に女性としての立場を覚醒する妻（母）、敗色濃厚な
太平洋戦線の危機（大国難）と、多様な語りで〈国難（国
家非常、国の危急、国の一大事）〉をキーワードにした
国内の戦意高揚が呼びかけられる。〈国難〉の質の変化
とともにパセティックな響きが加わっていることが読
み取れよう。（―しかし、戦意高揚の対語でもあっただ
ろう《国威》発揚については、意外にも「（海員は日本
の国を自分の船に乗せているのだ。）国威を輝かすため
に真心を尽くして働くのだ。大東亜戦争は物を運ぶ戦争
だとも言える」（『海の男』1944.09）の水兵物語一作品
のみである。〈高度国防国家〉〈総動員〉〈総力戦〉〈国難〉
などに比して言葉が抽象的でイメージの展開力がやや
低いことによるものだろうか）。
ともあれ、〈国難（国家非常、国の危急、国の一大事）〉
を主題とするこれらの作品は、日本（人）が外国（異国）
の脅威に直面した時に、過去の歴史から呼び戻される同
一心性の物語におけるキーワードとなっている。本稿の
最初に、高度国防国家の建設を唱えた『国防の本義』の
末尾を紹介したが、その「冀はくは、全国民が（略）日
本精神の高調拡充と世界恒久平和の確立とに向つて邁
進せんことを」に先立つ行文は、「此の有史以来の国難
―然しそれは皇国が永遠に繁栄するや否やの光栄ある
国家的試練である―を突破し光輝ある三千年の歴史に
